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「いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2030」の策定方針について 

 

１ 策定の背景・目的 

○区では、令和３（2021）年３月に「いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2025」

を策定し、令和３（2021）年度から令和７（2025）年度までの文化芸術及び多文

化共生の基本計画として着実に推進している。 

○これまで、絵本のまち板橋の推進、アーティストバンクいたばしの活用による文

化芸術に親しむ機会の拡充、海外友好都市との交流事業、ウクライナ支援を通し

た多文化共生の推進など一定の成果を上げてきたが、文化会館の老朽化や外国人

住民数の増加に対する対策など課題は残されている。 

○この間、国では令和５（2023）年３月に文化芸術基本法に基づく「文化芸術推進

基本計画（第２期）」や、障害者による文化芸術活動の推進に関する法律（以下

「障害者文化芸術推進法」）に基づく「障害者による文化芸術活動の推進に関す

る基本的な計画（第２期）」が策定され、令和９（2027）年度まで推進する取組が

提示された。また、東京都では、令和４（2022）年３月に「東京文化戦略 2030」

が策定され、令和 12（2030）年度までの文化行政の方向性や重点的に取り組む施

策が提示された。区には、これらを踏まえた取組が求められている。 

○区では、板橋区基本構想及び基本計画が改定の時期を迎える。新たに策定される

板橋区基本構想及び基本計画を踏まえつつ、また整合を図りながら、今後の文化

芸術及び多文化共生の推進に取り組むことが必要である。 

○以上から、現状の課題を整理し、国や東京都の動向や社会の変化等を踏まえつつ、

令和８（2026）年度を始期とする新たな板橋区基本構想及び基本計画のめざす文

化芸術・多文化共生の「あるべき姿」の具体化とその実現に向けた施策を示す「い

たばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2030」（以下、「ビジョン」という。）を策

定する。 

 

２ ビジョンの性格・期間 

（１）性格 

○文化芸術基本法及び障害者文化芸術推進法、並びに東京都板橋区文化芸術振興

基本条例に基づく文化芸術の振興にかかる基本的な計画であるとともに、国の

「地域における多文化共生推進プラン」を踏まえた多文化共生の推進にかかる

基本計画の性格を併せ持つ。 

○次期板橋区基本構想及び基本計画に基づいた文化芸術・多文化共生分野の「あ

るべき姿」の具体化とその施策を示した基本計画とする。 

（２）計画期間 

○令和８（2026）年度から令和 12（2030）年度までの５か年間 
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３ 検討方法 

 ○文化芸術・多文化共生の各分野において、区民アンケート調査を実施するほか、

区民公募委員や学識経験者、地域・関係団体等の意見などを踏まえ検討する。 

 ○文化芸術・多文化共生の各分野において、現行計画の進捗状況や課題を整理し、

国等の動き・社会の変化等を踏まえて、2030 年までの施策の方向性を検討する。 

 ○ターゲットを明確にしつつ、多様な文化と国際交流の連携など、文化芸術の振興

と多文化共生の推進に共通する課題を整理しながら、５年間で重点的に取り組む

べき施策を検討する。 

 

４ 策定・検討体制 

（１）庁内検討組織 

庁内で関係各課が連携し横断的に対策を検討するため、課長級で構成した「文

化芸術・多文化共生庁内調整会議」を設置する。 

（２）外部検討組織 

   区民や関係団体、学識経験者などからなる「いたばし文化芸術・多文化共生ビ

ジョン検討会」を設置し、幅広い知見や意見を踏まえながら、あるべき姿と施策

の方向性を検討する。 

（３）庁議 

   「いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン検討会」の意見を踏まえ、「文化芸

術・多文化共生庁内調整会議」で計画案を作成し、庁議において決定する。 

 

＜検討体制図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）いたばし文化芸術・多文化共生 

ビジョン検討会 

(学識経験者、文化団体等、区民公募、区職員) 

 

 

文化芸術部会 

□文化団体等 

□区民公募 

□区職員 

多文化共生部会 

□日本語教室等 

□区民公募 

□区職員 

設置 

板橋区 

（３）庁議（経営戦略会議） 

（１）文化芸術・多文化共生 

庁内調整会議 

（適宜、分科会を設置） 

 

【事務局】文化・国際交流課 

【事務局】文化・国際交流課 

意見 

報告 

意見 

区民アンケート調査、パブリックコメント 

 

 

設置 

意見 

報告 
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５ ビジョン策定の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「豊かな心で楽しむ文化が、 

人と人のつながりを創造するまち」 

①絵本のまち板橋のブランド力強化 ➁海外姉妹友好都市などとの交流推進 

⑥多文化共生意識のさらなる向上 

③開かれた文化施設の推進 
④文化芸術を身近に感じることが 

できる活動の場や機会の充実 

⑤外国人も住みやすい環境の充実 

いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2030で重視する視点 

引き続き目標達成をめざしつつ 

 バージョンアップ 

基本理念 

 

「絵本のまち」のような特色ある文化や優れた文化芸術を発信する美術館など文化

施設を活用したブランド構築を推進する。 

また、海外姉妹友好都市と交流することを通して新たな価値の創造にも取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化芸術活動の拠点となる施設の整備や活動の場の確保、また文化芸術活動・国際

交流活動の担い手の支援を一体的に推進していくことで、区の文化芸術・多文化共生

のさらなる発展に貢献する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳幼児期の情操教育から学校教育に至るまで、多様な文化芸術に触れるとともに、

自ら文化芸術活動を行う楽しさを学ぶ取組を行う。併せて、自分とは異なる文化や価

値観を持つ人たちへの理解や多文化共生の意識をはぐくむ取組を推進する。 

③ 情操教育・多文化共生 × 次代を担う子どもたち 

 

② 文化芸術・国際交流 × 活動・活躍の場 

① 板橋の特色ある文化芸術 × 魅力の創造発信 

 

いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2025の重点目標 
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６ 今後のスケジュール（予定） 

  令和６（2024）年 ５月  庁議（策定方針の決定） 

６月   区民環境委員会報告 

７月   区民アンケート調査の実施 

          １１月  庁議（区民アンケート調査報告） 

１２月   区民環境委員会報告 

令和７（2025）年 １月   庁内検討組織設置 

２月  外部検討組織設置 

８月  庁議（骨子案） 

９月  区民環境委員会報告 

          １０月  庁議（素案） 

１１月  区民環境委員会報告 

１２月  パブリックコメントの実施 

  令和８（2026）年 １月  庁議（原案） 

２月  区民環境委員会報告 

３月   策定・公表 


